



一 戦前期衆議院における 「議会」と 「委員会」一
青 木 康 容
要 旨
戦前 の衆議院 は欽定憲法 の下 にあったため,戦 後の衆議 院 とは大 きく異 な っ
た機能 をもっ もので あった。法律 の制定権や行政府の監視 としての議会本来 の
役割 が少 しも無 く,単 なる天皇 の 「協賛」機関 というわ けで もなか ったに して
も,戦 後 の議会 が委員会 中心 の文字通 りの立法府で あるの に対 し,戦 前のそれ
は極 めて特異 な議会活動 が行 われていた。本稿 は,こ れを帝国議会 にお ける委
員会の構成 の仕方,特 に 「奉答 文起草委員会」 や常任委員会 の構成の仕方の 中
に探 ろうとす るものであ る。
キー ワー ド 帝国議会,常 任委員会,政 策過程
は じめに
戦前期日本政治エリー トの社会経済的背景やそのキャリア形成に関す る歴史
社会学的研究として,衆 議院議員第1回 総選挙(1889年)か ら第22回 総選挙
(1946年)ま で,実 数において約4,000名 に及ぶ議員の個々の背景にっいて,次
の幾っかの変数を用いて確認 してきた。用いられた変数は選挙回、当選 回数,
年齢 政党,学 歴,前 職,新 聞記者経歴,弁 護士経歴、地方議員経歴、官僚経
歴、閣僚歴、議会役職歴,そ して経済団体・社会団体・文化団体などとの所属関
係などの諸属性を分析 してきた。(そ の一連の論考は 「帝国議会議員の構成 と






た経歴分析 に意味ある発見を必ず しも期待を していない。何故なら,戦 前 と戦
後の統治構造の根本的な相違を表現する憲法体制のあり方がそもそも議員の議
会活動を規定 しているからである。国民主権に基づ く憲法の下では,立 法府と
しての議会機能 は単に法律策定ばか りではなく,執 政府 としての行政府の行動







かった。天皇大権の下での憲法では,帝 国議会は天皇1治 のための 「翼賛機関」,
すなわち天皇統治 に参与 し補佐する役割に過ぎず,立 法府 としての衆議院は民
選であったとしても執政府を掣肘する力は極めて限定されていたからである。
更にまた,戦 前議会 においては,本 会議と委員会との関係 は 「本会議中心主義」
と称 されており,議 会 は委員会に議案を付託するとしても,戦 後の国会法に基
づく衆議院規則 とは大 きく異なって,委 員会の自主的な活動が本会議によって
制限されていた。例えば,委 員会は付託された議案以外の審議が出来ないこと
(衆議院規則第27条),委 員会開催期日は本会議が指定すること(同 第52条),
付託 された議案 にっいての委員会か らの審査結果の報告期日が議院によって定
められていること(同 第57条),委 員会報告が遅滞するときには,議 会 は委員
改選をすることができること(同 第58条),な どの規定があったか らである。
議員の議会活動を明らかにする第一義的な方法は議会の制度的な構造を見る
ことである。帝国議会 は戦後の国会 とは全 く異なった構造をもっている。それ
は議会のあり方が憲法によって規定されるか らである。1889年(明 治22)2月
に大 日本帝国憲法が公布 されたが,そ の前年,憲 法案を起草する際,そ の附属
する法典 として皇室典範 貴族院令,衆 議院議員選挙法,及 び帝国議会すなわ
ち貴族院 ・衆議院に関する議院法の各法案 も同時に起草された。 議員の議会
審議活動を規定する議院法は,当 初明治22年 に制定されるが,そ の後6回 にわ
たって改正 され,1947年(昭 和22)4月 に国会法が公布されると共に廃止され
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た。その他,議 会に関する規定には,憲 法と議院法に掲げるものの他に帝国憲
法第51条 の規定に基づいて,議 院内部に必要な諸規則を示す議院規則(貴 族院
規則 ・衆議院規則)が ある。
1.戦 前統 治機構 の特 徴
戦前の統治体制の特徴を行政府 と立法府との関係か ら列記 してみよう。(条
文に関して特 に記載無いものは帝国憲法を示す。)
1.天 皇 は,立 法,行 政,司 法の三権の包括としての統治権を一手に引き受
けて保持 し且つ行使する(「總攬」する)こ とが憲法に定 められている
が故に,議 会の役割 はそうした天皇の立法権行使に対する 「協賛」(第
5条)と して位置付 けられている。
2.立 法権 は天皇に属 し天皇が行使するものであったか ら,議 会が固有の立
法権を保有するという立場 に無い。すなわち,議 決された法律案が直ち
に発効するわけではな く,天 皇による 「裁可」を(第6条)必 要 として
いた。 しか し,ま た帝国憲法はすべての法律は議会の協賛,っ まりは議
会の法案への意思表明を 「経るを要す」(第37条)と も定 めていて,法
案に対する議会の議決が無ければ発効 しないとも規定 していたので,ま
るで無力の飾り物というわけではなかった。




4.更 に天皇は,議 会の閉会中に公共の安全に関 して緊急処置の必要がある
ときには,法 律に代わるものとしての緊急勅令(第8条)を 発する権限








6.統 治権は末皇が保有するので立法府の権限は,立 法 と予算(第64条)の
審議 に限定 され,内 政,外 交,軍 事など行政全般に容喙することは憲法
上できないことになっていた。すなわち議会には条約や軍事に関する権
限は無 く,ま た行政各部の官制,文 武官の任免 栄典の授与,恩 赦など
に関する政府の行政を監督する権限 もなかった。
7.但 し,議 会 は行政に対する一切の口はさみを禁 じられていたわけではな
く,そ の意見を天皇に上奏(議 会意思を文書によって聞いて貰 う)し た




8.当 然ながら,政 府の権威は選挙民に由来 しない。 したがって,政 府は選
挙民を代表するものではなく,選 挙民に対 して責任を負わなかった。
9.予 算にっいて協賛はするもののその項目に関して,政 府の同意が無けれ




が,そ れでも毎年の予算の中か ら皇室費が計上さるわけではなく,ま た
立法府による承認の要もなかった。
11.各 国務大臣は,天 皇の信任によって任命され,天 皇を 「輔弼」(第55条)
し,天 皇にその責任を負うとされていた。立法府の助言と同意を得て選
任されるというものではない。 したがって,立 法府に対 して連帯 して責
任を負 う内閣というかたち(議 院内閣制)の 構成ではなかった。
12.そ れ故,立 法府の信任を失 ったとしても,内 閣はその理由で総辞職する
わけではなかった。特に衆議院は政党の勢力の影響を受けて構成される








14.そ の他,元 老,重 臣会議,参 謀本部,海 軍軍令部などの憲法に規定され
ていない執行機関が存在 した。




16.衆 議院の議会内役職の選出に関して,自 主性が認められていなか った。
議長や副議長の選任にっいて,衆 議院では,そ の議員の中から議長 と副
議長の候補者三人を選挙 して,そ の中からそれぞれ一名が勅任された。
(議院法第3条)貴 族院では,候 補者選出をせず,そ の議員の中か ら勅任
された。
17.帝 国議会は議会活動に関する自主性としての議会の召集,開 会,閉 会,
停会(政 府 と議会 との間の対立や衝突に対するいわば水入れとして,15
日以内の議会活動の停止)の 権限は無か った。議会は政府と衝突 して も
内閣不信任決議の法的拘束力は無 く,結 局,衆 議院の解散は天皇大権と
して勅令に基づいて政府が行い,議 会の生殺与奪の権は政府に握 られて
いた。(第7条)
18.議 会に召集権が無いのは常会(年 一回通常は12月下旬の開催,会 期三 ケ
月,本 来は予算審議のため。会計年度にあわせて3月31日 までに予算案





19.し かし,議 会には上奏権,建 議権に加えて,請 願受理の権限(第50条,







法」 という法律が存在 しており,こ の 「議院規則」は議院法には規定さ
れていない事項 に関する規定であった。
2.議 会 活動 と して の本会議 と委 員会 制度
帝国憲法は議会における議事手続 きとして,定 足数,議 決方法,会 議の公開,
国務大臣 ・政府委員の出席 ・発言などの規定を定めたが,衆 議院及び貴族院に
っいてのそのほかの手続きは議院法 と各議院規則の定めるところとなった。法
律案の議案審議は三読会制をとっていた。(議 院法第27条,因 みに 「読会」 と
は朗読する会の謂)議 院に提出された法律案は,趣 旨説明と質疑応答の後,必
要があれば先ず特別委員会に付託され,委 員会審査を経た後に,こ れを受けた









名連記投票(三 名連記の投票で過半数獲得者が候補者となる)で 選び,そ の中
か ら普通は比較多数の第一順位の候補者各一人を勅任するというものであった。
議院法では各議院に議院事務局の事務を総括する書記官長という勅任の議会役








全院委員会,常 任委員会,特 別委員会,継 続委員会の四種があった。(議 院法
第20条)全 院委員会というのは,議 員の全員をもって委員 とするので,本 会議
と異ならないことになるが,委 員長が議会の議長ではなく,会 期 ごとに選挙さ
れること,同 一議題への議員発言が何度でもよいなどの議事手続きの違いがあっ
た。 これはイギ リス議会に倣った制度であるが,こ の全院委員会が開かれたの
は極めて少なく(衆 議院での開催は四度のみ),有 名無実化 していた。何故 こ
のような委員会を設けたのか,そ れは本会議の形式に囚われれずに議員の間に
自由な論争を保障 しようとする意図があった。また,議 会閉会中に議案審議を
継続 させる目的で,議 案審議の会期不継続の原則の例外 として設置された継続




















議員法第4条 には,議 員全員を部に分割するとある。 これは会期 ごとにすべ
ての議員を抽選によって議会での席順を定め,そ れをもとに九っの部に分属さ
せ,そ の部の中か ら常任委員を選出する仕組みであった。各部は第一部から第
九部まで号数を付 され,議 員が均分配分される,ま た年長部員が管理者となっ
て部長を無記名投票で互選 し,部 長の仕事は部の事務を担当するが,部 長を補
佐する理事一名または数名を互選,さ らに部長の指揮の下に常任委員を無記名
選挙 し最多数を得た者を当選人 とするというものであった。委員長は各常任委
員会の委員による互選であった。(衆 議院規則第16-24条)す なわち,帝 国議
会における常任委員会 は,戦 後の国会のそれとは異なって,専 門的な知識や経
験に基づいて政策の立案や審議のために設けられたというよりは,定 あられた
委員数が機械的に集められた集団に過ぎなかった。議会での席順は単に常任委
員(及 び特別委員)の選出形式であった。(し かし,1904年 の第21回 議会からは
議長が党派別に議席を指定するようになった。)









として政務活動を行い,議 会運営が会派中心になるに及んで,部 分属の制度 は
意味をなさなくなった。ただ委員選出の形式 としてのみ存続 した。
因みに,衆 議院規則に基づく常任委員数は時期によって以下のように変化 し




則に基づ く四委員会の他 に,建 議案を審議する常任委員として1932年(昭 和7,
第63回 帝国議会)か ら45名の委員による建議委員会を設けた。







以って特に付託を受 くるものとす」 とある。(議 院法第20条)す なわち,個 々




と,選 挙(又 は議長の指名)に よって委員会委員が選出される。委員数 は原則
として9名(18名 の場合 もあった)で,議 会において無記名連記の投票による
最多数者が選出された。(衆議院規則第63条)
委員会は議案 ごとに議案の数だけっ くられたわけではな く,関 連 した議案は
一つの委員会に付託 された。議案審査が終了すれば当該委員会は消滅するとし
た。 この特別委員には議案によっては専門性が要求されるという意味では,形
式的に編成 される常任委員 よりは多少 とも職業政治的な要素が無いで もないと
言える。
各派交渉会
院内団体である会派中心の議会諸般の運営が避 け難 くなり,政 党の影響力が
無視できなくなる中で,1904年(明 治37)衆 議院では議事運営の円滑化のたあ
に各派の代表か ら構成される一種の協議会(各 派協議会と称 された)を 置き,




必要があるときにこれを招集 して,議 事や発言の順番,議 会での儀礼などの打
ち合わせを行 ったという。交渉会のメンバーは議長,副 議長のほか各派の総務,
幹事長などの役員から選ばれた議員であった。 また各派が交渉団体 と成 るため
には25人以上の所属議員を有 しなければな らなか った。 この各派交渉会は,





議院の権限としての上奏,建 議,請 願,決 議
議案は常に政府提出案 というわけではない。議員提出の議案には一般の法律
案のほかに,天 皇に対する上奏案,政 府に対する建議案,国 民から出された請
願を委員会審査を経て提案する請願案,議 院の意見表明としての決議案があり,









た方が法律 としての完成度が高 くなるのでその方が良いという場合があるか ら
である。












にあり,ほ ぼ毎年12月 末に始 まる帝国議会において提出され,一 般の法律案と





3.衆 議 院本 会議 の風 景
第一回の衆議院本会議は1890年(明 治23)11月25日(火 曜 日)午 前10時 に開
場,議 院法に従い曽禰荒助書記官長を仮議長 とし,議 長 と副議長の各上位三名
の選出法をめぐって延々十二時間を越える議論 と都合8回 の議長 ・副議長選挙





翌日,天 皇に候補者を上奏 し,議 長中島信行,副 議長津田真道が勅任された。
これを受けて27日午前10時25分 本会議が再開かれ,先 ず議会での席順 と各議員
の全九部への部属を一っの抽選で決め,昼 の休憩をはさんで午後には各部 ごと
に部長 と理事が互選された。




短いもので,お おむね憲法理念の実現とそれを通 じた帝国の栄光,臣 民の忠良






やや詳 しく見てみたい。結局,奉 答することに決 した。 しか し,議 長が起草 し
参内するか もしくは委員を選出 して起草 させ,そ れをもって議長が参内するか。
起草委員を選んだとしてもその起草文を議会で審議採決するか否か。奉答文の
審議議決など不遜論外だ。奉答 はただの礼式であるか らその内容にっいてあれ
これ議論するのは時間の無駄だ(田 中正造)。 議長一任で充分である一一一一一。 な
どなど大いにもめる。起草委員による奉答文の作成案が多数を占めるが,そ の
起草委員を議長が五名指名するか,各 部より一名の九名を選出するかでまたも
やす ったもんだの末,最 終的に起草委員は九名となる。 しかしその奉答文案を
議場で審議す るか委員に全権を任すかでまたもめるが,こ れは採決によって起
草委員にすべてを任す ことで散会 した。(し かし,誰 が起草委員 になったかは
速記録には記載が無い。)





天皇 陛下帝 国議会 開院 ノ盛式 ヲ挙 ゲ優渥 ナル聖詔 ヲ賜 ヘ リ 臣等感喜 ノ至
二堪 ス 臣等此 ヨリ心力 ヲ尽 シテ協賛 ノ責 ヲ全 シ以 テ




翌年の11月26日(木 曜 日)の 第二回通常会においてまた奉答をどのようにす
るかで議論があったが,議 長に任すことになった。議長 は予め奉答の草案を用






翌27日 の午前に議長はこの奉答文を携えて天皇に謁見 し,初 回と同文の勅語
「朕衆議院ノ深厚ナル敬礼 ヲ嘉ス」を賜 った。その午後開会の衆議院 にてこの
上奏の報告がなされ,っ ついて全院委員長と常任委員の選挙が行われた。
以上のように,新 しい会期はその開始に先立っ冒頭の一連の形式,す なわち
天皇の議会に対す る勅語を得て,議 院成立のための集会が開かれ,議 席(議 場
のどの席に誰が座 るか)と 部属の抽選があって,席 順が定まった後で勅語に対
する奉答文の起草がなされる(実 際には議長草案)。 それを もって議長 が奉答





会の議長星亨からは文末に 「衆議院議長 臣星亨 誠恐誠惶謹テ奏ス」 という
一文が入るようになった。それまでは勅語に対する衆議院全議員のお返 しの言
葉を議長が代表 して奉答するというもので議長名は記されてはいなかった。




得なかった,軍 人は忠勇を示 し臣民は協同一致 して国光を宣揚せよ,国 務大臣
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は緊急予算案 と法律案を提出し,「卿等克ク朕ガ意ヲ體シ和衷協賛ノ任 ヲ竭 シ
以テ朕ガ望ム所二副ヘヨ」 とある。同20日(日 曜日)の 午前11時51分 より議会
は開会 されたが,冒 頭に議長の松田正久より今回の奉答に関 しては従前どおり
議長が草案 してはいるが,「 しかし,今 回は別段のことであ りますか ら,願 わ
くは委員を設けまして,そ の委員において審査を致 して,そ の報告を待って議
決する」 ことにしたいとの要望が出された。奉答草案には,露 国の誠意の無 さ
に宣戦を勅す ことになったが軍人 は外征 にて連戦連勝よ く忠勇を致 してお り






委員が議長から指名され議長室に集まり,議 場は一時休憩 に入 り,午 後1時26
分再開された。
議長より指名されたのは,原 敬,元 田 肇,大 石正巳,鳩 山和夫,佐 々友
房,奥 田義人,小 河源一,田 口卯吉,山 本幸彦の九名であるが,そ の選出基準
は定かではない。「開院式勅語奉答文審査委員会会議録」が残 されてお り,年
長者の山本幸彦が投票管理者となって委員長 には原敬が互選され,議 長の奉答
原案に対 し修正案の協議会がもたれたが,大 きな修正は無 く,た だ露国に対す
る非難文(日 本は東洋の平和を切に願っているのに露国は平和を尊重する誠意
が無 く,清 国との盟約や列国に対する累次の宣言を破 っている,と いう大意の)




の指名により,当 初,起 草委員会 は9名 で行われたが,1912年 の第29回帝国議
会か ら18名もの多数になった。起草委員の指名数18名 という数は第92回帝国議
会(1946)ま でにわたって基本的に変わらないが,そ の間さまざまに変更があっ





ものであった。「陛下の親臨を辱 うし,天 顔に咫尺 して此戦勝後の盛典 に参列
致 しましたるは,吾 々の最 も光栄と致すところでございます,因 って是より勅
語に対する奉答文の議事を開きまするが,例 によって起草委員を設けねばなり
ませぬ,諸 君,起 草委員の員数,及 び指名を議長に御任せ下 さることにご異議
はありませぬか,御 諮 り致 します。」そこで議長は予め用意 していた九名 の氏
名を書記官に読み上げさせ,「 右指名の委員諸君は,直 ちに議長室へ御参集を
願います」 と述べた後,午 前11時44分 休憩に入る。議長室に入った委員たちは,
年長者が投票管理者 となって委員長 と理事の各一名を互選 し,起 草文案の審議
に入るが,文 案 は直ちに仕上がり,委 員会が終了 したのは正午,僅 か十数分の
審議であった。午後零時56分,衆 議院は再開され,委 員長か ら起草文案が朗読
された。
やや長々と議会 と委員会の状況を記述 したのは,こ のような一連の議事進行
が1946年 の最後の帝国議会 まで続 く奉答文作成の典型的な風景であるか らであ
る。奉答文そのものは極めて短 くかっ毎会期その文案に大きな内容の変化 も無




礼であることによっていわば秩序作 りが行われる。 とすれば,そ の儀礼つ くり
に指名される委員たちは名誉ある委員だということになる。集団が一定 の持続
性を保ち,意 図的か否かに拘 らず他の集団と異なった独 自性を帯びるようにな
るにつれ,何 らかの程度のフォークロアと呼んでよいようなものが生 じるよう
になる。奉答儀礼 もそうした例 と見なせないこともない。因みにその他,今 日
の国会に於いても用いられている同僚議員に対する敬称である 「○○君」 とい
う呼び方(も っとも,元 社会党土井たか子が議長になった時には,こ の伝統を




どもそ うした種類のものであろう。前者は今 日では左翼系の学生用語 となって
しまったが,速 記録によれば,後 者 は明治の初期議会においては盛んにかけら
れた賛意を示す掛け声だそうであるが,次 第に影をひそめて くる。
なお,帝 国議会においては,会 期は三 ヶ月と定められてお り(帝 国憲法第42
条),通 常は12月下旬か ら始まり,予 算審議を主な課題 として三月末には閉会
するのであるが,会 期の呼び方は臨時会(2日 か ら10日以内)と 特別会(10日
から30日以内)と を含めて呼ぶので,会 期が僅か数日で終了することもあった。
そして会期毎に上記の儀礼的形式が繰 り返されるのである。帝国議会が会期制
を採用 したのは,審 議期間を区切ることによって野党(も しくは政党)に よる
政府批判の機会を少なくするためであったという。(な お,会 期 のこのような
呼称法は戦後の国会においても継承されている。)
4.議 会 内役 職 につ いて
先ず文末の資料を見ながら,「開院式勅語に対する奉答文案起草委員会」か
ら見てみよう。(こ の資料は衆議院の議事の全速記録を逐一見 ることで作成 し









7回:鵜 沢総明,片 岡直温(1),柴 四朗,松 山常次郎,木 下成太郎
(2),
6回:安 倍磯雄,荒 川五郎(1),小 川平吉(1),漢 那憲和,熊 谷五右
衛門,出 井兵吉(1),古 島一雄,山 本厚三(1),椎 尾辧匡,斯
波定吉,菅 原 伝(2),
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5回:大 津淳一郎,河 崎安之助,菊 池良一,熊 谷直太(2),添 田敬一
郎(1),武 富時敏(1),田 辺熊一,戸 水寛人,浜 田国松(2),
肥田景之,増 田義一(2),山 口忠五郎,
この一覧から推測できることは,指 名回数の多い議員が必ず しも委員長 に選
ばれるというわけではないということである。元田 肇は極めて例外に属する。
起草委員長 に選出された議員(実 数48名)は 何 らかの特別な人物なのであろう
か。議長 もしくは副議長の経験者(議 長の実数は30名,副 議長の実数は27名,



















星 亨(3,0),松 田正久(3,0),勝 田永吉(0,3),
中島信行(2,0),森 田 茂(2,0),山 崎 猛(2,0),津 田真




川原茂輔 ・中村啓次郎 ・堀切善兵衛(議 長を各一回)
次に,議 長and/or副 議長の選出回数の多い順 に列記すると,一 会期にい
ずれかに就任 した場合をa'と 数え,最 も多い順に並べてみる。














田正孝,片 岡直温の三名で3期 の経験がある。決算委員は一松定吉,石 黒涵一
郎が3期 の経験で,他 は2期 以下のものであった。懲罰委員のベテランは岩崎
幸治郎の4期,寺 田市正の3期,他 の議員は2期 以下である。請願委員では清
寛が4期,竹 越興一郎が3期 で,他 は2期 以下である。建議委員では豊田収が




しており,こ れは極めて珍 しいケースである。その他,一 松定吉が決算委員を
3期,懲 罰委員を2期,板 倉 中が決算委員と懲罰委員をそれぞれ2期,島 田
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俊雄が予算委員2期,懲 罰委員1期,岡 本実太郎が懲罰委員2期,建 議委員1
期を務めたのが目に付 く程度で,異 なった委員会のメンバーである議員は例外









読売新聞調査研究本部編 日本の国会/証 言 ・戦後議会政治の歩み,読 売新聞社,
・..
坂野潤治 「戦前 日本の憲法 と議会」(日 本政治学会編,年 報 政治 学1987「 政治 過 程 の
議会の機能」 岩波 書店,1988)
伊藤光利 「国会の メカニ ズムと機能」(日 本政治学会編,年 報 政治 学1987「 政 治 過程
の議会の機能」岩波書店,1988)
東京大学社会科学研究所,戦 後改革 「3.政 治過程」,東 京大学 出版会,1974
浅野一郎編,国 会事典,有 斐閣,1988






議 長 副議長 予算委員 決算委員 懲罰委員 請願委員 建議委員
奉答文起
草委員長
1 中島信行 津田真道 大江 卓 ? ? 片岡健吉
2 中島信行 津田真道 松田正久 ? ? ?
3 星 亨 曽禰荒助 佐藤昌蔵 ? ? ?
4 星 亨 曽禰荒助 河野広中 ? ? ?
5 星 亨 楠本正隆 石田貰之助 ? ? ?
6 楠本正隆 ? 中野武営 斎藤珪次 山田泰造 小松三省
7 楠本正隆 ? 阿部興人 谷河尚忠 ? ?
8 楠本正隆 島田三郎 武富時敏 谷川尚忠 小松三省 浜名信平
9 楠本正隆 島田三郎 星 亨 田村順之助 高橋安爾 佐藤昌彌
10 鳩山和夫 島田三郎 元田 肇 園山 勇 鈴木充美 小室重弘
11 鳩山和夫 島田三郎 ? ? ? ?
12 片岡健吉 元田 肇 江原素六 田村順之助 菊地九郎 ?
13 片岡健吉 元田 肇 栗原亮一 古谷新作 稲垣 示 山本幸彦
14 片岡健吉 元田 肇 栗原亮一 石黒涵一郎 多田作兵衛 大三輪長兵衛
15 片岡健吉 元田 肇 栗原亮一 石黒涵一郎 礎田和蔵 佐藤昌蔵
16 片岡健吉 元田 肇 石田貰之助 瀧 口帰一 西原清東 菅原 伝
17 片岡健吉 元田 肇 原 敬 鈴置倉次郎 海野謙次郎 田 健治郎
18 片岡健吉 杉 田定一 栗原亮一 元田 肇 奥 繁三郎 武石敬冶
19 河野広中 杉田定一 ? ? ? ?
20 松田正久 箕浦勝人 大岡育造 首籐陸三 村松愛蔵 栗塚省吾
21 松田正久 箕浦勝人 栗原亮一 栗塚省吾 磯部四郎 竹越興一郎 福地源一郎
22 松田正久 箕浦勝人 栗原亮一 栗塚省吾 磯部四郎 竹越興一郎 原 敬
23 杉田定一 箕浦勝人 栗原亮一 谷沢龍蔵 鹿島秀磨 横井時雄 長谷易純孝
24 杉田定一 箕浦勝人 大岡青造 佐々木正蔵 花井卓蔵 竹越興三郎 長谷場純孝
25 長谷易純孝 肥塚 龍 栗原亮一 小川平吉 江間俊一 立川雲平 鳩山和夫
26 長谷易純孝 肥塚 龍 鳩山和夫 坂倉 中 戸水寛人 榊田清兵衛 鳩山和夫
27 長谷易純孝 肥塚 龍 原 敬 福岡精一 岡田泰蔵 福井三郎 鳩山和夫
28 大岡青造 肥塚 龍 野田卯太郎 上埜安太郎 坂倉 中 武藤金吉 伊藤大八
29 大岡青造 関 直彦 野田卯太郎 上埜安太郎 坂倉 中 武藤金吉 尾崎行雄
30 大岡青造 関 直彦 元田 筆 斎藤珪次 阿部徳三郎 植場 平 元田 筆
31 大岡青造 関 直彦 改野耕三 粕谷義三 岩崎総十郎 渡辺 修 長谷場純孝
32 奥 繁三郎 関 直彦 冖 一 一 一 元田 筆
33 奥 繁三郎 関 直彦 井上角五郎 坂倉 中 横田千之助 長島鷲太郎 元田 筆
34 奥 繁三郎 関 直彦 井上角五郎 坂倉 中 横田千之助 長島鷲太郎 元田 筆
35 奥 繁三郎 関 直彦 大岡青造 田中隆三 清水市太郎 粕谷義三 元田 筆
36 島田三郎 花井卓蔵 片岡直温 大津淳一郎 森田 茂 肥田景之 箕浦勝人
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37 島田三郎 早速整爾 片岡直温 小河源一 安東敏之 加藤彰廉 片岡直温
38 島田三郎 早速整爾 片岡直温 加藤彰廉 森田 茂 本田恒之 武富時敏
39 大岡青造 浜田国松 山本悌二郎 石黒涵一郎 小山 温 斎藤珪次 元田 筆
40 大岡青造 浜田国松 小川平吉 富島暢夫 戸水寛人 板東勘五郎 元田 筆
41 大岡青造 浜田国松 斎藤珪次 武市彰一 中西六三郎 古谷久綱 元田 筆
42 大岡青造 浜田国松 中村啓次郎 秋田 清 則元由庸 清 峯太郎 小川平吉
43 奥繁三郎 粕屋義三 吉植庄一郎 小田切碧太郎 鳩山一郎 清水市太郎 大岡育造
44 奥繁三郎 粕屋義三 武藤金吉 木下謙次郎 島田俊雄 植場 平 大岡育造
45 奥繁三郎 粕屋義三 田辺熊一 井上敬之助 加藤重三郎 龍野周一郎 大岡育造
46 奥繁三郎 粕屋義三 東 武 宮古啓三郎 岩崎幸治郎 三輪市太郎 床沢竹二郎
47 粕屋義三 松田源治 山本悌二郎 山囗熊野 北井波治目菅原 伝 元田 肇
48 粕屋義三 松田源治 野田卯太郎 加藤重三郎 野副重一 西村正則 床沢竹二郎
49 粕屋義三 小泉又次郎 片岡直温 小橋藻三衛 横山金太郎 八田宗吉 箕浦勝人
50 粕屋義三 小泉又次郎 町田忠治 湯浅凡平 斉藤隆夫 長田桃蔵 箕浦勝人
51 粕屋義三 小泉又次郎 藤沢幾之輔 川上哲太 武藤嘉門 池田亀治 箕浦勝入
52 粕屋義三 小泉又次郎 川原茂輔 磯部 尚 岩崎幸治郎 土井権大 元田 肇
53 森田 茂 松浦五兵衛 頼母木桂吉 井上利八 武富 済 前田房之助 則元由庸
54 森田 茂 松浦五兵衛 武内作平 湯浅凡平 横山勝太郎 中林友信 藤沢幾之輔
55 元田 肇 清瀬一郎 川原茂輔 匹田鋭吉 宮古啓三郎 岡田伊太郎 犬養 毅
56 川原茂輔 清瀬一郎 堀切善兵衛 井坂秀五郎 岡田忠彦 岡田伊太郎 粕屋義三
57 堀切善兵衛 清瀬一郎 井上孝哉 佐々 木平次郎 川口義久 生田和平 山本悌二郎
58 藤沢幾之輔 小山松寿 森田 茂 小山谷蔵 土屋清三郎 浅川 浩 本田恒之
59 藤沢幾之輔 小山松寿 武内作平 津原 武 戸沢民十郎 菅村太事 西村丹治郎
60 中村啓次郎 増 田義一 川崎 克 岡崎久太郎 藤田若水 永田善三郎 荒川五郎
61 秋田 清 植原悦二郎 山崎達之輔 川囗義久 津崎尚武 清水銀蔵 浜田国松
62 秋田 清 植原悦二郎 大口喜六 樋口典常 板野友造 胎中楠右衛門 菅原 伝
63 秋田 清 植原悦二郎 岡田忠彦 田口文次 浜田国松 高見之通 牧野賤男 熊谷直太
64 秋田 清 植原悦二郎 山崎達之輔 山崎 猛 岩崎幸治郎 山下谷次 倉元要一 木下成太郎
65 秋田 清 植原税二郎 前田米蔵 丹下茂十郎 熊谷直太 宮川一貫 星島二郎 久原房之助
66 秋田 清 植原悦二郎 島田俊雄 池田敬八 磯部 尚 松実喜代太 戸井嘉作 望月圭介
67 浜田国松 植原悦二郎 砂田重政 村上紋四郎 牧野賤男 山本慎平 田中祐四郎 菅原 伝
68 浜田国松 ? 若宮貞夫 門田新松 岩崎幸治郎 石坂豊一 宮川一貫 熊谷直太
69 富田幸次郎 岡田忠彦 川崎 克 立川太郎 浜野徹太郎 坂東幸太郎 青木雷三郎 八木逸郎
70 富田幸次郎 岡田忠彦 小山松寿 胎中楠右衛門 戸沢民十郎 中 亥歳男 飯村五郎 野村嘉六
71 小山松寿 金光庸夫 熊谷直太 宮沢 裕 山本芳治 青木亮貫 真鍋 勝 俵 孫一
72 小山松寿 金光庸夫 勝 正憲 菊池良一 岡本実太郎 菅野善右衛門 田中亮一 山本悌二郎
73 小山松寿 金光庸夫 若宮貞夫 西方利馬 高見之通 信太儀右衛門 小山邦太郎 富田幸次郎
74 小山松寿 金光庸夫 桜井兵五郎 土屋清三郎
一松定吉 佐保畢雄 青山憲三 浜国国松
75 小山松寿 田子一民 三土忠造 青木精一 松本 弘 清 寛 岡本実太郎 増田義一
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76 小山松寿 田子一民 増田義一 西村茂生 岡本実太郎 加藤知正 松井郡治 島田俊雄
77 小山松寿 田子一民 東郷 実 斉藤直橘 猪野毛利栄 西村金三郎 松田喜三郎 木下成太郎
78 小山松寿 田子一民 東郷 実 斉藤直橘 猪野毛利栄 西村金三郎 松田喜三郎 町田忠治
79 田子一民 内ヶ崎作三郎 松村謙三 手代木隆吉 山崎達之輔 青木精一 内藤正剛 大口喜六
80 岡田忠彦 内ケ崎作三郎 大口喜六 高橋寿太郎 清瀬一郎 永田良吉 近藤英次郎 小川郷太郎
81 岡田忠彦 内ケ崎作三郎 金光庸夫 上田孝吉 津崎尚武 平川松太郎 漢那憲和 田子一 民
82 岡田忠彦 内ケ崎作三郎 小川郷太郎 小林絹治 松永 東 大島寅吉 新井尭爾 添田敬一郎
83 岡田忠彦 内ケ崎作三郎 小川郷太郎 小林絹治 田子一民 大島寅吉 由谷義治 高田耘平
84 岡田忠彦 内ヶ崎作三郎 島田俊雄 川崎末五郎 牛塚虎太郎 清水留三郎 木原七郎 秋田 清
85 岡田忠彦 内ケ崎作三郎 勝田永吉 三浦虎雄 一宮房次郎 石坂養平 宮沢 裕 河土哲太
86 岡田忠彦 内ケ崎作三郎 太田正孝 一松定吉 寺田市正 清 寛 豊田 収 山本厚三
87 島田俊雄 勝田永吉 太田正孝 一松定吉 寺田市正 清 寛 豊田 収 増 田義一
88 島田俊雄 勝田永吉 太田正孝 一松定吉 寺田市正 清 寛 豊田 収 内ケ崎作三郎
89 島田俊雄 勝田永吉 中島彌団次 加藤知正 一松定吉 永田良吉 龍沢七郎 出井兵吉
90 樋貝詮三 木村小左衛門 矢野庄太郎 管又 薫 山崎 猛 小笠原八十美 日比野民平 坂東幸太郎
91 山崎 猛 木村小左衛門 竹 田儀一 逢沢 寛 高橋泰雄 中野寅吉 宮沢才吉 樋貝詮三
92 山崎 猛 木村小左衛門 竹田儀一 管又 薫 高橋泰雄 大塚甚之助 津島文治 本田英作
